
                 放送番組審議会 議事録 
 

 

１開催年月日 平成 30 年 4月 25 日（水）18:30〜 

２開催場所 奄美市名瀬金久町４番３号２階 あまみエフエム会議室にて 

３出 席 委 員 委員総数 9名 出席委員数８名 

  出席委員の氏名  

    碇山 ひとみ/祷 敏郎/梅畑 ひでみ/河野 京子/千葉 康人/徳山 貴弘 

        新納 貴子/中田 龍之介（敬称略） 

放送事業者側出席者名 

  麓 憲吾/渡 陽子/島袋 孝造/手蓑 慎之祐/林 未樹/石岡 真夏/田畑 誠 

４議題 

   審議 

議題１  

⑴ＮＰＯ法人ディ！あまみエフエム、および番組審議会についての説明 

⑵番組審議委員の自己紹介、あまみエフエムへの感想・意見など 

⑶委員会の委員長、副委員長の選出 

 

    議題 2 

⑵ 審議 「島の宝奄美っ子」について 

⑵次回の審議議題について 

 

  

（放送番組審議会の説明、新委員の紹介。委員長の選出では、全会一致により、祷委員長に決定） 

 

祷委員長 

 楽しみに聞いています。コーナーのはじまり、終わりに「○○幼稚園」「○○保育所」の子ど

もたちが登場する旨を子どもたち自身の紹介以外にも局側でアナウンスするとよいと思います。 

 

（祷委員長代読） 

三田委員 

 全体の構成が、聞いていて 1日の始まりに凄く気持ちがいい。ずっと続いてほしい。相手が小

さい子どもということですが上手く目線を合わせて聞き取れているのでは。会話として使う言葉

はもう少し気をつければもっとよくなるのでは 

 

新納委員 

 子どもたちの声は元気が出ます。声をきくと爽やかな気持ちになります。もし、可能であれば、

夕方帰宅時に親子で聞けたら親子の会話に繋がるのでは？本放送の朝聞くことが出来なくても、



夕方一緒に帰りながら聞けたらいいのではないかと思う。言葉選び、共感出来る言葉を使ってい

くのがいいのではないかと思います。また、子どもたちが島口で“ありがっさまりょうた”と話

す声を聞くとやはり可愛いと思います。 

 

徳山委員 

 子どもが話をするとその家族が聞く。 

現在、あまみエフエムはインターネットで聞くことができるので、内地にいる子ども達のおじい

ちゃんや、おばあちゃんにも子どもの声を届けられるのがいいと思いました。 

質問内容でお母さんの話題が多く、お父さんの話題が少ないように感じたので、お父さんに触れ

る質問もあればさらにいいのではと思います。 

 

千葉委員 

 通勤時によく聞いています。質問をするお子さんはどんなお子さんですか？また、どういった

質問をするとかは事前に決めているのですか？ 

 

-放送局 渡 

 基本年長さん全員にインタビューしています。小さい規模の保育所・保育園などで年長さんの

人数が少ない場合には、年長さんだけでなく、小さいお子さんの声も取材します。名前を言えた

らとか、名前をいって返事が返ってきたら 1歳児でも録らせていただいています。風邪等で欠席

の場合も、改めて取材に行くようにしています。 

 

千葉委員 

 環境省奄美野生生物保護センターでも子ども向けのイベント等をするので、コミュニケーショ

ンをとることが難しい場合もあり、どうされているのかな〜と思いました。 

 

-放送局 渡 

 ありのままを残して行きたいと思います。一言でも話をしてくれたら聞いているおじいちゃん

やおばあちゃんは喜んでくださるのでないかと思います。それで十分だと。大人でもマイクを向

けると緊張すると思うのですが、子ども達が緊張しながらも答えてくれます。子どもたちの今の

ありのままを大事にしたいと思います。 

 

河野委員 

 全体的に、楽しくていい番組だと思う。どういう子どもさんが出ているのかというのを最後に

もう 1 度アナウンスするとよいと思います。例えば“○○幼稚園の○○さんでした。”と改めて

紹介してみる。 

子どもの声だけでは分かりづらい部分も分かりやすいのではないかと思います。固有名詞は、あ

まり入れない方いいかもしれないと感じた。柔らかい口調で質問をすると、さらに話がはずむか

もしれませんね。 



碇山委員 

 子どもたちの元気な声が、よかった。子ども目線の質問内容にするとよいと思います 

緊張を改善する方法として、マイクの向け方や、体勢も変えるといいと思いますよ。また休日の

過ごし方等を聞くと、お父さんとの話に繋がっていくのではと思います。 

 

梅畑委員 

 “凄いね〜”を“偉いね〜”に言葉を変えてみることで、印象がより＋に代わるのでは？言葉

尻をもう少し優しく変えるとさらに聞きやすくなるのではと思います。何かの瞬間に子どもたち

のテンションが上がっていったりすると思うので、そういった瞬間を大事にするといいのではな

いかと思います。 

 

中田委員 

 子ども達それぞれの好きな話についてもう少し掘り下げてもいいのでは？そうすると、さらに

子どもたち 1人 1人の特徴が出てくる。小学生、中学生、高校生バージョンもあっても面白いの

ではないかと思いました。 

 

祷委員長 

 先程、新納さんからもあったが、再放送時間帯をずらすのがいいのではと感じました。話をし

た子ども達も自分の声を聞きたいと思う。質問は、担当者任せなのですか？事前にテーマが決ま

っているのですか？ 

 

-放送局 渡 

 この番組は、子どもたちが、“周りの人たちみんなに愛されて育てられているよ〜”というの

を間接的に知ってもらいたいというのがあります。その目的の下で、質問内容は、パーソナリテ

ィーの裁量となっており、基本は「大きくなったら何になりたいのか」、「家族の話」や、「好き

な食べ物の話」をしてもらっています。 

 

梅畑委員 子ども達の事前打ち合わせにかける時間はどのくらいですか？ 

-放送局 渡 少しみんなと遊んで仲良くなって話を聞くようにしていました。 

 

-放送局 林 

 すぐ話をしてくれる子、話をなかなかしようとしない子、話をしたくてもできない子、子ども

達にそれぞれにあったコミュニケーションを意識して接しています。 

 

-放送局 石岡 

 1 人の子に対しての時間は、そこまでかけていないと思います。試行錯誤中です。言葉がなか

なか出てこない風景も伝えたらいいな〜と思っています。 

 



-放送局 渡 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

 

 

5 審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

次回審議会までに改善に努める 
6 審議会機関の答申又は意見の外用を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年月日 

①自社放送：平成 30 年 5月 12 日(土) 

②書面の備置き：平成 30 年 5月 12 日（土）から、当該事項を記載した書面（議事録）を問う法

人事務局へ備置き、聴衆者の閲覧希望に対応 

③インターネット：平成 30 年 5月 12 日（土）より当法人インターネットのホームページに転載 

7 その他の参考事項 なし 

 

 

 

 


